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第７回防災推進国民大会２０２２が兵庫県神戸市で開催されました。 

令和４年１０月２２日～２３日に国内最大級の防災イベント「防災推進国民大会２０２２」が神戸市

の「人と防災未来センター」を中心として開催されました。これは、「未来につなぐ災害の経験と教訓

～忘れない・活かす・備える～」をテーマにとして、災害の経験や教訓の伝承の重要性を認識し、①

地域における防災力の向上②国民の防災意識の向上③災害に関する知識や経験等の共有④防災に取組

む人々の連携構築を図る目的で開催されたものです。開会式では、谷公一防災担当相が挨拶で「災害

を学び、日ごろの備えの大切さを考える「防災国体」にたくさんの方々に参加いただきありがとうご

ざいます。防災を通じた新たなつながりが生まれることを期待いたしております。」と述べられました。

そして開会の式典では、震災後設置されました県立舞子高校の「環境防災科」の生徒が活動を紹介。 

２００２年４月に出来た全国初の「防災専門学科」、被災地を周り、ボランチィアに励んでいる事など

を報告しました。全国から約３２０団体が出展いたしました。屋内展示では①一般コミュニティゾー

ン②企業・行政・専門ゾーン③教育・若者・ファミリーゾーンに区分され、防災に関する屋内展示、

プレゼンテーション・ワークショップ・セミナ―等が活発に展開されておりました。また屋外展示で

は、①日本気象協会が AR（拡張現実）を使った豪雨・暴風疑似体験学習を開催。「１時間８０ミリを

超える猛烈な雨」や「最大瞬間風速の非常に強い風」を体験できるコーナーがありました。また NTT

西日本では、災害時電話がつながりにくいことがあり、災害用伝言ダイヤル「１７１」を活用できる

コーナーを設けその使い方を説明しておりました。その他「地震」の揺れを体験できるコーナーをは

じめ様々な出展がありました。２日間とも晴天に恵まれ、家族連れや学生ら若い世代が多く来場し大

会は非常に好評のうちに閉幕いたしました。 

  

 

 

 

 

 

                                

                  

 

                 

 

      

 

 

 

                                

   

  

防災推進国民大会の会場の全景 屋外展示場の風景 
 

屋外展示場の風景 
 

阪神・淡路大震災資料・映像の展示 

ドローンによる避難指示の呼びかけ 

 
セミナーの風景 




